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Ⅰ はじめに

矢守（1970）【城下町プラン論】

• 城内・侍屋敷地区・下士の組屋敷地区・町屋地区などの相対的配置関係や囲郭を

考察することで，全国の近世城下町を5つの型に分類

渡辺（2010）

• 城下町絵図研究の観点として、絵図の作成（景観）年代や記載情報・描写内容の

考察を基礎として、絵図の精度や作成者・作成機関の考察や、作成目的および利

用状況への注目、系統関係の解明を挙げる



はじめに

小野寺（1991）

• 絵図の解読をするにはまず作成主体や作成目的、作成過程について考察する必要

がある

• 絵図の多くは作成目的や絵師の名、作成過程を絵図自体に書き残すことが稀

• 原所蔵者の手を離れたため、付随文書が見出すことができない場合も多い

• そういった場合には、類似の絵図との比較や断片的な付随文書の利用などにより

妥当な解釈を積極的に加えていく必要がある



研究目的

• 松本城下町絵図は付随文書がなく、絵図自体の研究もほとんど行われていないた

め、現存する絵図は作成背景がはっきりしないものがほとんど

• 近世松本城下町絵図に描写された地物の表現方法を分析し、作成目的を検討する。

その分析をふまえたうえで，複数の絵図の視点から近世松本城下町の地域構成を

明らかにすることを目的とする



Ⅱ 対象地域の概要

• 松本の城下町は本州中央高地の松本盆地に位置する

• 長野県松本市の東南部で、近世から現在に至るまで松本の政治経済の中核

• 南北に善行寺街道が通り、西からは糸魚川に通じる越後道（千国道・糸魚川道）

や飛騨に通じる飛騨道（野麦街道）が伸びており、宿場町としての機能も持つ

• 松本城下の周囲は東に女鳥羽川、西に田川、南に薄川、北西に大門沢川が流れ、

自然の防壁の役割を果たしている



松本城下町の概要

• 小笠原氏・石川氏時代に

よって建設される

• 松本城下町は17世紀半ばに

完成し，それを基盤として

その後発展していった

表1 松本城下町の形成に関する略年表



Ⅲ 研究方法

• 江戸時代の松本城下町を描

いた絵図15枚を対象として

分析を行う

表2 松本城下絵図一覧



絵図の概要

• 研究対象とする城下町絵図

の概要を表3にまとめた

表3 松本城下町絵図の概要

色彩 屋敷割 町並 描かれた範囲 その他

図1 赤青緑黄 上・中級武士居住区
木戸、番所、柵、

寺社、井戸
城下町全体

城郭内部が極端に大きく描かれている、町外

の田畑や村の記載がある

図2 赤青黄 武士居住区、名前あり 寺社、一部井戸 城下町全体
善光寺街道のみが赤く着色され、その他道路

は黄色

図3 赤青黄
武士居住区、上・中級武士

のみ名前あり

木戸、寺社、一部

井戸
城下町全体

図4 黄茶 町屋のみ、名前あり
木戸、寺社、水

路、井戸
女鳥羽川以南 河辺家（宮村町の庄屋）作成

図5 青緑茶
全域、一部下級武士を除き

名前あり

木戸、柵、寺社、

井戸
城下町全体 河辺家作成

図6
全域、一部下級武士を除き

名前あり

木戸、柵、寺社、

一部井戸
城下町全体 墨のみで描かれている

図7
赤青緑黄桃

薄緑
武士居住区、名前あり

木戸、番所、柵、

寺社、井戸
城下町全体 色分けの凡例あり。戸田氏（藩）作成

図8
青緑黄橙桃

灰

武士居住区、城郭周辺一部

名前記載あり
一部木戸、寺社 城下町全体

町外東側の地形や道、清水村や筑摩神社とみ

られる建物の記載がある

図9 赤茶緑 武士居住区、名前あり
周囲の並木、寺

社、井戸

城下町北部（安

原町周辺）
河辺家作成

図10 黄 なし 周囲の並木、寺社 女鳥羽川以北 火災の範囲が示されている。河辺家作成

図11
赤青緑黄桃

茶灰

武士居住区、上・中級武士

のみ名前あり

木戸、番所、寺

社、井戸

城下町全体（南

端欠落）

図12 青緑桃
武士居住区、一部上級武士

と庄屋に名前記載あり
木戸、寺社、井戸 城下町全体

本陣問屋の記載、町外の道や神社（筑摩八幡

宮）の記載がある

図13
赤青緑黄桃

薄緑

全域、全戸に名前の記載あ

り

木戸、番所、柵、

寺社、井戸
城下町全体 色分けの凡例あり

図14 青緑黄 武士居住区、名前あり
木戸、番所、柵、

寺社、井戸
城下町全体

図15 武士居住区 一部寺社 城下町全体 町外の宝光寺山と蟻ケ崎村の記載がある



図1 松本城中図
（水野氏時代松本城下町絵図）

図2 松本城下絵図 水野氏時代 図3 信州松本図
（水野隼人侯在城家中諸士足軽屋敷割図）



図5 信州松本惣絵図 松本城本丸・二の丸部分
接写のみのため，部分掲載

図4 信州松本川北川南絵図弐枚 本町部分
接写のみのため，部分掲載



図6 元禄期松本城下絵図 図7 享保十三年秋改松本城下絵図 図8 享保年間松本城古絵図



図9 信州松本惣絵図付図 東側部分
接写のみのため，部分掲載

図10 川北大火略図 図11 文化文政松本藩屋敷割図



図12 文化5年から天保6年頃松本城下絵図 図13 天保6年松本城下絵図



図14 松本城下大絵図 図15 松本城下町絵図



研究方法

• 時代区分で分類し、同時期に描かれた絵図の特徴と差異をみる。その後、時代に

よる変化があるかを検討する

• 描写された地物の表現方法から読み取れる作成目的を用いて城下町絵図群を大き

く分類する

• 『松本市史』にて言及されている松本城下町の構成要素となる地物を、絵図上か

らみる



Ⅳ 時代区分による分類

• 絵図を3つの時期に分類してそれぞれの時期の特徴や差異をみる。そして、時代

による描き方の変化や時系列的な変化があるかをみる。

• 一部地域だけが描かれた『信州川北川南絵図弐枚』（図4）、『信州松本惣絵図

付図』（図9）、『川北大火略図』（図10）の3枚と、作成年代が不明な『松本城

下大絵図』（図14）と『松本城下町絵図』（図15）の2枚を除いた10枚から検討

する。



時代区分による分類

【時代区分グループ1】（図1,2,3,5,6）

• 元禄時代以前、水野氏が松本藩主を担っていた時代の絵図群

• 寺社が絵画的に描かれる傾向にある

• すべての絵図に武家屋敷の屋敷割が描かれている

• 水野氏が寺社参詣や寺社の改築、祭りのための神輿や金子の寄進などを積極的に行い、

寺社を中心に華やかな江戸風俗が取り入れられていた



時代区分による分類

【時代区分グループ2】（図7,8）

• 戸田氏入封後の享保時代の絵図群

• 凡例をつけ、土地利用を色分け

• 屋敷割は武家地のみ

• グループ1の段階から、菩提寺の時期変遷による変化がみられる

• 改易のため、戸田氏が松本町の土地利用について知る必要があった



時代区分による分類

【時代区分グループ3】（図11,12,13）

• 文化時代から天保時代にかけての絵図群

• 図11と図13は凡例がつけられ、土地利用を色で描写している

• 図12は他2つとは異なり、町外の村や寺社の描写がある

• この時期は戸田氏の治世100年を祝う祭りが開かれており、町外からの人の出入りが

多かった



時代区分による分類

• 享保時代以降、土地利用を色で塗り分けて表現する絵図が増加した

• 寺社を絵画的に描写する傾向は享保以降減少し、名称と範囲のみの絵図が増加し

た

• 時代区分グループ1は水野氏時代であり、グループ2、グループ3は戸田氏時代で

あるため、作成主体の違いが絵図にも反映されていると考えられる



地物描写による分類

• 色彩や屋敷割の描写、地物の図像表現などから読み取れる作成目的を用いて絵図

を大別する

• 屋敷割図→侍名とその屋敷割が描かれている（施設名の記載や絵画的な描写が多

いものは町政にも使用）

• 概略図→城下町の様子が簡潔に記載

• 町政図→町人名や町人町の通り名、道の名前など

• 川崎（2018）を参照



地物描写による分類

• 【地物グループ1】（図2,3,9,14）

• 武家居住区のみに屋敷割が記載され、個人名が記入されている

• 屋敷地には着色せず、堀・川・道といった基本的な地物のみ着色されている

• 松本町内部のみの描写

• 屋敷割図、武士の実態把握のための絵図



地物描写による分類

• 【地物グループ2】（図5,6）

• 全域に屋敷割と武士名、町人名が記載されている

• 2つの絵図に記載された氏名は一致する

• 彩色図は清書図、白黒図は下書きもしくは写し図であるため、図6は図5の下書きまた

は写し図であると考えられる

• 武士・町人どちらの記載もあることから、町政用図であると推測される



地物描写による分類

• 【地物グループ3】（図7,11,13）

• 武家屋敷の屋敷割が行われている

• 凡例がつけられ、色によって居住区や地物が表現されている

• 町外の描写はまったくない

• 図7は入封した戸田氏が家臣団の実態の掌握と城下町の支配に供するために製作した

ものとされている

• 図7以外の2つについても、屋敷割図として、家臣団の実態の掌握のために使用されて

いたと考えられる



地物描写による分類

• 【地物グループ4】（図8,12,15）

• 屋敷割は武家地のみで、氏名の記載はない

• 町外の村、地形、神社の記載がある

• 女鳥羽川の流路が北側まで描写されている

• 城下町内部の記載は簡潔で、松本町の周囲の地物が描かれていることから、概略図で

あると考えられる



地物描写による分類

【その他】

• 図1→城中図という名称通り、城郭内が過大に描写され、詳しく描かれている

• 図4→女鳥羽川以南の絵図、町人作成。町人地の屋敷割がある反面武家地は省略

されている。町政用図と考えられる

• 図10→川北大火略図という名称通り、享和3（1803）年に起きた川北大火（飴屋

火事）の焼失範囲を示している



地物描写による分類

以上より、松本城下町絵図の作成目的はおおまかに以下のようになる

• 地物グループ1→屋敷割図、武士の実態把握のための絵図

• 地物グループ2→屋敷割図、町政用図

• 地物グループ3→屋敷割図、家臣団の実態の掌握、城下町の把握

• 地物グループ4→概略図

これらは絵図が内包する作成目的の一つであると考えられる



Ⅴ 絵図からみる松本城下町

• 『松本市史』にて「城下町の施設」として言及されている松本城下町を構成する

地物を絵図からみる

• 従来松本城下町の構成要素として重要視されているものが絵図から読み取れるか

を検討する

• 近世の城下町像を色濃く反映しているとされる松本城下町の都市像に絵図からの

視点を加える

• 絵図は、城下町全体を描いた12枚を対象とする（図1,2,3,5,6,7,8,11,12,13,14,15）



近世の城下町のしくみ

• 近世の城下町は計画的に建設された人工都市であり、身分制別居が固定された封

建都市

• 城主は軍事的要塞を兼ねた居宅として城郭を構築し、周囲に家臣を配置

• 武士と町人は分離居住の原則が厳守され、町境には木戸が設置される

• 城下町の周囲には寺社を配置し、防衛上の前線基地とした

• 松本城下町も、この流れを汲んだ城下町であると考えられている



絵図からみる松本城下町

【町屋・武家屋敷】

• 図7,8,11,13といった凡例による色分けが行われている絵図から、はっきりと身分

制別居が適応されているのがみられる

• また、城郭内や周囲に武家屋敷が立地し、善光寺街道に沿った範囲に町屋が立地

していることがわかる



絵図からみる松本城下町

【井戸】

• 女鳥羽川と並んで近世松本の水資源の豊かさの代名詞

• 藩が掌握していた公的施設である源智の井戸・地蔵清水井戸・二ツ井戸は8点の

絵図から確認できる

• 地形的な問題と身分的な問題から城北に遍在している萩町周辺の井戸群は、5点

の井戸から確認できる



絵図からみる松本城下町

【十王堂】

• 石川康長が城郭の鎮護と各地への里程の基準のために、文禄年間（1592~1596

年）に建立した

• 北の十王堂は最も大きいとされており、絵図も12点中10点に描写がある

• 西の十王堂も同時期の建立とされているが、元禄以前の絵図には全く描写がない

ため、1688～1728年の間に建立されたのではないかと推測する



絵図からみる松本城下町

【木戸・番所】

• 城下町の防犯や治安維持のための施設として木戸が建てられ、隣接して番所が設

置された

• 木戸は10点に描写されているのに対し、番所は4点にのみ記載がみられる

• 木戸は城下町を描くうえで重視される傾向にあり、番所は省略される性格を持っ

ている

• 町境に設置されているのがみられる



絵図からみる松本城下町

【寺社】

• 全ての絵図で省略されることなく描写されている

• 時代区分グループ1である元禄時代の絵図では，すべての寺社に図像描写がある

• 一方，時代区分グループ2，3では寺社は名称と範囲が記載され，鳥居や門といっ

た一部が図像として描写されるにとどめられた



絵図からみる松本城下町

• 従来の松本城下町の都市像を構成する地物と、絵図に描かれる構成要素には大き

な差異は見られなかった

• 寺社はすべての絵図に描写があるため、道や川と同義の松本城下町を描くうえで

必須の構成要素であったと考えられる

• 絵図の視点からも、松本城下町は典型的な近世の城下町の性格を反映していると

いえる



Ⅵ おわりに

• 時期によって絵図の書き方に変化がみられる

• 現存する松本城下町絵図を類似の特徴によって分類し、表現描写から想定される

目的で大別した

• 従来城下町の重要な構成要素として考えられてきた地物は、絵図上にも表現され

る傾向がある

• 近世の城下町の性格を反映しているのは、絵図上からみても明らかであった



おわりに

• 従来の近世松本城下町の都市像に絵図の描写から考察を加える点がまだ不十分

• 付随文書がないため、作成目的の詳細な検討ができない

• 翻刻されていない文書が多数あり、資料整理が必要
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